
いずもざき
広報

＃未来へつなぐ子育て応援宣言のまち

月号

令和８年
２０２６

＃.608１

■ 記者は見た：Ｐ１７～
・天領の里　あんこうまつり

・きらり　クリスマスパーティー　　　ほか

■ topics＆information：Ｐ５～
・美食めぐり

・確定申告の予約を開始します　 　ほか

■ 巻頭：Ｐ２～４ 新年のごあいさつ



る
主
要
国
に
お
け
る
政
治
・

経
済
政
策
の
動
向
は
、
為
替

や
金
融
市
場
を
通
じ
て
日
本

経
済
に
も
影
響
を
与
え
、
私

た
ち
の
暮
ら
し
や
地
域
産
業

に
も
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
ま
す
。

国
内
に
目
を
向
け
ま
す

と
、
憲
政
史
上
初
と
な
る
女

性
首
相
の
高
市
早
苗
内
閣
総

理
大
臣
が
誕
生
し
、
責
任
あ

る
積
極
財
政
を
掲
げ
る
中
、

経
済
安
全
保
障
や
地
方
創

生
、
防
衛
力
と
外
交
力
の
強

化
な
ど
を
柱
と
し
た
新
た
な

国
政
運
営
が
始
動
し
ま
し

た
。地

方
の
実
情
を
踏
ま
え
た

政
策
展
開
へ
の
期
待
が
高
ま

る
一
方
で
、
物
価
高
騰
の
影

響
は
依
然
と
し
て
続
き
、
国

民
生
活
や
地
域
経
済
に
大
き

な
負
担
を
も
た
ら
し
て
い
ま

す
。そ

の
よ
う
な
中
で
迎
え
た

2
0
2
6
年
、
町
で
は
人
口

減
少
の
抑
制
、
地
域
活
性
化

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

未
来
に
向
か
っ
て

　
　
　

決
断
と
実
行 出雲崎町長

仙海　直樹

花
角
知
事
の
判
断
や
県
議
会

の
決
議
は
尊
重
い
た
し
ま
す

が
、
原
子
力
発
電
所
か
ら
10

キ
ロ
か
ら
20
キ
ロ
圏
内
に
全

域
が
入
る
出
雲
崎
町
の
地
域

特
性
を
踏
ま
え
、
避
難
対
策

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
財
政

支
援
を
含
め
た
地
域
振
興
に

十
分
配
慮
す
る
よ
う
申
し
入

れ
て
ま
い
り
ま
す
。

現
在
閉
店
し
て
お
り
ま
す

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
に

つ
い
て
は
、
新
た
な
運
営
者

の
も
と
、
近
い
う
ち
に
再
び

開
店
す
る
運
び
と
な
り
ま
し

た
。
日
常
の
買
い
物
の
場
で

あ
る
コ
ン
ビ
ニ
は
、
単
な
る

小
売
機
能
に
と
ど
ま
ら
ず
、

税
金
の
納
付
や
証
明
書
の
交

付
な
ど
地
域
生
活
の
利
便
性

を
支
え
る
重
要
な
社
会
イ
ン

フ
ラ
の
一
つ
で
あ
り
、
そ
の

存
在
意
義
は
非
常
に
大
き
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

現
在
、
出
雲
崎
町
は
課
題

が
山
積
し
て
お
り
ま
す
。

将
来
を
見
据
え
た
持
続
可

能
な
町
づ
く
り
を
目
指
し
、

今
年
は
私
自
身
が
各
集
落
や

に
向
け
た
取
組
を
強
化
し
、

次
の
事
業
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

・
尼
瀬
町
有
地
等
で
の
津

波
、
高
潮
の
際
の
指
定
緊

急
避
難
場
所
の
整
備

・
天
領
の
里
一
帯
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル

・
町
立
学
校
を
始
め
と
し
た

公
共
施
設
の
在
り
方
の
検

討
・
小
学
校
及
び
中
学
校
の
給

食
費
無
償
化

・
中
学
校
体
育
館
の
空
調
設

置
、
断
熱
化
、
気
密
化
整

備
・
稼
げ
る
農
林
水
産
業
に
向

け
た
支
援
拡
充

・
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
開
設

・
ふ
る
さ
と
納
税
の
一
層
の

拡
大
（
企
業
版
ふ
る
さ
と

納
税
の
強
化
）

・
物
価
高
騰
対
応
（
プ
レ

ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
の
発

行
、
水
道
料
金
の
減
免
な

ど
）

各
町
内
に
出
向
き
、
町
の
課

題
解
決
に
向
け
て
皆
さ
ま
の

ご
意
見
を
伺
う
「
地
域
懇
談

会
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
と
の
対
話

と
協
働
を
重
視
し
、
一
人
ひ

と
り
の
声
が
町
政
に
反
映
さ

れ
る
参
加
型
の
町
づ
く
り
を

確
立
す
る
こ
と
で
、
安
心
し

て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
地
域

社
会
の
構
築
に
全
力
で
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

2
0
2
6
年
の
干
支
は

丙ひ
の
え
う
ま
午
。
考
え
る
よ
り
行
動
、

決
断
が
重
要
と
い
う
年
で
、

太
陽
の
よ
う
な
パ
ワ
フ
ル
さ

で
物
事
が
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に

進
み
、
努
力
が
実
を
結
び
や

す
い
と
言
わ
れ
て
お
り
ま

す
。引

き
続
き
、
町
民
各
位
並

び
に
町
議
会
議
員
の
皆
さ
ま

の
ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
共

に
、
今
年
も
皆
さ
ま
に
と
り

ま
し
て
、
幸
せ
な
一
年
と
な

り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
祈
念

い
た
し
ま
し
て
年
頭
の
あ
い

さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

謹
ん
で
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

を
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
さ
ま
お
そ
ろ
い
で
新
年
を

お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、

昭
和
1
0
0
年
、
戦
後
80
年
、

阪
神
淡
路
大
震
災
か
ら
30
年
と

い
う
我
が
国
の
歩
み
を
改
め
て

見
つ
め
直
す
節
目
の
年
で
あ
り

ま
し
た
。

激
動
の
昭
和
か
ら
続
く
復
興

と
成
長
の
歩
み
、
戦
後
、
日
本

が
築
い
て
き
た
平
和
と
繁
栄
、

そ
し
て
、
大
規
模
災
害
の
教
訓

を
次
世
代
へ
継
承
し
て
い
く
と

い
う
責
務
を
強
く
認
識
し
た
年

で
あ
り
ま
し
た
。

世
界
に
目
を
向
け
ま
す
と
、

国
際
社
会
は
依
然
と
し
て
大
き

な
転
換
期
の
中
に
あ
り
ま
す
。

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
の
長
期
化
や
中
東
情
勢
の
緊

迫
化
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
食
料

価
格
の
不
安
定
化
を
招
き
、
各

国
経
済
に
広
範
な
影
響
を
及
ぼ

し
ま
し
た
。

ま
た
、
米
国
を
は
じ
め
と
す

昨
年
、
我
が
家
に
と
っ
て
は

最
愛
の
息
子
が
こ
の
世
を
去
る

と
い
う
本
当
に
辛
い
出
来
事
が

あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
多
く

の
皆
さ
ま
か
ら
支
え
て
い
た
だ

き
、
励
ま
し
て
い
た
だ
き
な
が

ら
、
今
日
ま
で
町
長
の
職
を
務

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
改

め
て
感
謝
と
御
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。

今
後
も
全
身
全
霊
を
か
け
て

町
の
発
展
の
た
め
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

昨
年
か
ら
元
内
閣
府
参
事
官

の
大
津
俊
哉
氏
や
総
務
省
地
域

力
創
造
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
曽
根

進
氏
、
町
づ
く
り
や
地
域
再
生

の
実
践
者
で
あ
る
清
水
義
次
氏

な
ど
、
国
の
地
方
創
生
関
係
に

携
わ
っ
て
お
ら
れ
た
皆
さ
ま
か

ら
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
、
出

雲
崎
町
の
再
生
に
向
け
て
の
取

り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
皆
さ
ま
か
ら
、

街
な
み
や
観
光
施
設
を
ご
視
察

い
た
だ
く
中
で
「
出
雲
崎
町
は

潜
在
資
源
が
多
く
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
が
高
い
。
」
と
の
評
価
を
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

天
領
の
里
を
中
心
に
妻
入
り

の
街
並
み
に
人
の
流
れ
を
呼
び

込
み
、
「
歩
い
て
楽
し
い
町
、

出
雲
崎
」
の
実
現
を
目
指
し
て

ま
い
り
ま
す
。

（
仮
称
）
西
山
・
出
雲
崎
風

力
発
電
事
業
に
つ
い
て
は
、
事

業
者
に
対
し
て
関
係
法
令
や
基

準
、
指
針
な
ど
を
遵
守
す
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
、
定
め
が
な
い

事
項
に
つ
い
て
も
住
民
に
影
響

が
生
じ
る
こ
と
は
丁
寧
に
説
明

し
て
理
解
を
求
め
な
が
ら
真
摯

に
対
応
し
、
地
域
と
の
共
存
を

図
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
の
考
え
を
伝
え
て
あ
り
ま

す
。今

後
事
業
者
と
は
、
事
業
内

容
の
町
民
へ
の
周
知
、
事
故
時

の
対
応
、
町
民
に
損
害
が
発
生

し
た
場
合
の
補
償
、
事
業
活
動

終
了
後
の
措
置
、
地
域
貢
献
策

な
ど
の
事
項
を
定
め
た
協
定
書

を
工
事
着
手
前
に
締
結
す
る
よ

う
に
協
議
し
た
い
と
考
え
て
お

り
、
町
民
各
位
の
不
安
の
払
拭

や
安
全
確
保
に
努
め
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発

電
所
の
再
稼
働
に
つ
い
て
は
、
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出雲崎町議会議長

高橋　速円

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

新
年
を
寿
ぎ
謹
ん
で
ご
祝
詞
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
春
に
出
雲
崎
町
議
会
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
、
10
人

の
議
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
年
齢
は
20
代
か
ら
70
代
ま

で
、
そ
し
て
女
性
議
員
が
４
人
と
、
多
様
な
顔
ぶ
れ
と
な

り
ま
し
た
。

私
は
議
長
に
選
任
さ
れ
る
際
、
議
員
に
【
ワ
ン
チ
ー

ム
】
を
強
く
呼
び
か
け
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
考
え
、
い

ろ
い
ろ
な
価
値
観
が
あ
り
ま
す
が
、
議
会
の
ル
ー
ル
を
守

り
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
な
い
議
会
を
目
指
そ
う
。
そ
し
て

〒949－4342　町内大字米田395番地

☎0258-86-5580　ＦＡＸ0258-86-6466

開館時間  平日  ８：３０～１７：１５

               休日１０：００～１５：３０きらりきらり
きらり公式きらり公式
ウェブサイトにもウェブサイトにも
遊びに来てね☆遊びに来てね☆

ＳＵＮＳＵＮ ＭＯＮＭＯＮ ＴＵEＴＵE ＷＥＤＷＥＤ ＴＨＵＴＨＵ ＦＲＩＦＲＩ ＳＡＴＳＡＴ

１月１１日１月１１日 １２１２ １３１３ １４１４

よらん場

10:00～12:00

１５１５

おとな園

10:00～11:30

１６１６

きらりクックきらりクック

10:00～12:0010:00～12:00

１７１７

１８１８ １９１９

ヨガ・ストレッチ

10:00～11:30

２０２０

いるか教室いるか教室

２１２１

きらりhandきらりhand

10:00～11:30

２２２２ ２３２３

ベビーマッサージ

10:00～11:00

２４２４

２５２５ ２６２６ ２７２７

みんなの保健室

２８２８

よらん場

10:00～12:00

２９２９ ３０３０ ３１３１

２月１日２月１日 ２２

ヨガ・ストレッチ

10:00～11:30

３３

よらん場

10:00～12:00

４４ ５５

おとな園

10:00～11:30

６６

ベビーマッサージ

10:00～11:00

７７

今月の予定

～みんな寄らんば  
みんなのきらり～

「子は宝」多世代交流館

Facebook Instagram LINEYouTube

きらり公式SNS‼

みんなチェックしてね♪

X 

あけましておめでとうございます。
今年もたくさんのみなさまの笑顔が溢れる一年
でありますように★
きらりは、干支の馬のように、今年も新しい風
を切り、全力で突っ走ります(*^^*)

きらりhandで風船マットをつくりました(*^^*)
早速、ママが作ってくれたマットの上にゴロン。
デコボコした表面に体がすっぽりフィット。
指先で、柔らかい風船の感触を楽しみつつ、
全身を使って、前に進もうとしていました♪

☆みなさまのお越しをお待ちしております☆

自
己
研
鑽
を
重
ね
、
切
磋
琢

磨
、
議
員
力
を
高
め
、
執
行
部

に
提
案
で
き
る
議
会
に
し
よ

う
、
と
。
そ
れ
が
地
方
自
治
の

本
旨
に
則
り
町
民
の
福
祉
増
進

に
繋
が
る
と
考
え
ま
す
。

い
ま
議
会
で
は
「
公
共
施

設
将
来
構
想
特
別
委
員
会
」
を

立
ち
上
げ
ま
し
た
。
公
共
施
設

の
経
年
劣
化
へ
の
対
応
と
機
能

的
な
町
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
る

と
考
え
る
か
ら
で
す
。

ま
た
常
任
委
員
会
で
は
出

雲
崎
高
校
存
続
、
そ
し
て
稼
げ

る
一
次
産
業
育
成
へ
の
取
組
み

に
全
力
で
立
向
か
っ
て
お
り
ま

す
。本

年
も
昨
年
同
様
の
ご
指

導
ご
鞭
撻
を
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

議員一同

ワンチームで取り組みます！２０２６.１5 広報いずもざき



問 出雲崎美食味めぐり実行委員会（☎0258-78-2291）

出雲崎美食味めぐり～冬の陣～開催！

町民限定！特別先行予約を受け付けます
申込方法
・上記チラシの申込方法と同じです。
定員
・各コース40名（お連れの方は町民でなくても予約可能です）
申込期限
・令和８年１月23日㈮　17時まで（必着）
※応募多数の場合は抽選とし、当選された方には当選通知書を送付します。
抽選に漏れた場合
・当選されなかった方につきましては、一般応募として自動的に受付させていただきます。



入会要件

・就労などにより、昼間家庭に保護者のいない小学

校１～６年生の児童（定員30名程度）

※入会希望者が受入可能人数を上回る場合は、選考

となります。

開所日時

・毎週月～金曜日：下校時間～午後６時

・長期休暇、学校休業日、第１・３・５土曜日

　：午前８時～午後６時

※ただし、日曜・祝日・８月13～16日、

　12月29日～１月３日を除く

延長時間

・午後６時～午後７時

場所

・出雲崎小学校体育館内

申込方法

「児童クラブ入会申請書」に必要事項を記入し、

入会要件を証明する書類を添付して、教育課社

会教育係または放課後児童クラブ（小学校体育

館内）へ提出してください。

※詳しくは町ホームページをご覧ください。

令和８年度放課後児童クラブ

入会申請を受け付けています
問 教育課 社会教育係（☎0258-78-2250）

寒い冬を元気に乗り切るための、栄養満点メニューを一緒に作りましょう！

みなさまのご参加をお待ちしています。

日時

・１月24日㈯　午前９時30分～正午

会場

・町中央公民館　調理室

対象

・小学生以上の町民　先着15人程度

※小学生は保護者同伴でお願いします。

メニュー

・さつまいもご飯　・白菜のシュウマイ　・キャベツと桜えびの生姜和え

・具だくさん豆乳味噌汁　・お楽しみデザート

持ち物

・参加費300円、エプロン、三角巾

申込方法

・１月19日㈪までに電話または右の申込フォームよりお申し込みください。

※定員に達した時点で締め切りとなります。

問 町食生活改善推進委員協議会事務局（町保健福祉課内）（☎0258-78-2293）

冬野菜たっぷり料理教室のご案内

申込フォームは
こちらから

重点支援地方交付金の活用事業（第一弾）

について

１．プレミアム商品券利用事業

　１万円分（500円×20枚）を5,000円で１人１冊購入できるプレミアム率100％の商品券を販売します。

　詳細は、Ｐ24ページをご覧ください。

２．水道基本料金減免事業

　一般家庭及び事業所の基本料金2,000円程度を令和８年４月から６か月間、減免します。

３．ひとり親家庭に対する物価高騰対策給付金事業

　児童扶養手当受給世帯に１世帯当たり30,000円と対象児童１人当たり20,000円を支給します。

４．漁業者経営支援事業

　本年度実施しています漁業者の漁箱や氷の購入費用に対して支援する事業の財源として充当します。

５．灯油購入費助成事業

　非課税世帯と生活保護世帯に対して、灯油購入費助成として１世帯当たり5,000円を支給します。

　国の補正予算が令和７年12月16日に成立し、物価高騰対策として「重点支援地方交付金」が各自治体に交

付されることになりました。

　町では、この交付金を活用して、町民及び町内事業者への支援のため、第一弾として次の事業を実施しま

す。なお、各事業の詳細については、準備が整い次第、事業の対象者にお知らせします。

料理初心者も

大歓迎です！

問 総務課 地域政策室（☎0258-78-2290）

申請期限：1月19日㈪まで

令和７年度自衛官採用試験

募集種目 資　格 受付期間 第１次試験日

自衛官候補生
18歳以上33歳未満の方

※詳しくはお問い合わせください

常時受付

【第６回募集】
令和８年２月12日㈭まで

受付時に連絡

高等工科学校生徒
中卒者（見込含）

17歳未満の男子
令和８年１月15日㈭まで

令和８年１月24日㈯、25日
㈰のうち、いずれか１日

防衛省では、以下のとおり自衛官候補生・高等工科学校生徒を募集しています。

詳細については、自衛隊柏崎地域事務所（☎0257-24-3000）へお問い合わせください。

２０２６.１２０２６.１ 89 広報いずもざき広報いずもざき



　町民税・県民税、所得税の申告相談の受付には事前予約が

必要です。予約方法等をご確認の上、「期日・時間」を必ず

予約して、ご来庁ください。

申告相談会場

・出雲崎町役場　町民課税務係窓口

申告期間

・２月16日㈪～３月16日㈪

※休日受付日：３月１日㈰【休日受付も予約制です】

予約方法
①予約受付開始　令和８年２月２日㈪から

②予約受付時間　午前９時00分～午後４時00分まで（平日のみ）

③予約方法　　　電話で予約してください。【町民課税務係（☎0258-78-2292）】

　　　　　　　　・予約の際は、ご希望の期日と予約時間をお伝えください。

　　　　　　　　※先着順ですので希望日時に添えない場合もあります。

④申告予約時間　次の予約時間から選んでください。

【午前の部】８時40分、９時30分、10時20分、11時10分

【午後の部】１時00分、１時50分、２時40分、３時30分

⑤予約の確定　　電話予約の際に、予約決定日時をお伝えします。

　　　　　　　　※予約した日時に来庁できない場合、再度予約が必要となりますのでご注意ください。

確定申告の予約を開始します
問 町民課 税務係（☎0258-78-2292）

申告相談には事前予約が必要です

町で受付のできない申告
　次の申告は、長岡税務署での受付となります。町では受付できませんのでご注意ください。

・青色申告の方

・繰越損失がある方

・住宅借入金控除を初めて受ける方

・昨年度以前の確定申告

・譲渡所得がある方

・退職所得がある方

・雑損控除、雑損繰越がある方

・亡くなった人の確定申告

利用者識別番号をご確認ください

町の窓口で所得税の確定申告をする場合、確定申告書を税務署へ電子送信するため、【利用者識別番

号】という16桁の番号が必要になります。なお、【利用者識別番号】をお持ちでない方が窓口で申告を

される場合には、職員がその場で取得をお手伝いします。

※長岡税務署での受付方法は、左ページをご覧ください。

令和７年分確定申告
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四
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ひ
て
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ひ
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ま
た
山
こ
ひ
て

ま
た
山
こ
ひ
て  

谷谷た
に
た
に

の
す
そ
こ
ひ

の
す
そ
こ
ひ

意
訳
意
訳

　

草
木
や
虫
た
ち
の
む
く
め
く
聲

が
、
春
が
き
た
と
私
に
知
ら
せ
て
く

れ
る
の
で
あ
る
。早
く
山
を
越
え
、さ

ら
に
山
を
越
え
て
、谷
の
底
ま
で
響

き
渡
た
ら
せ
て
欲
し
い
も
の
で
あ
る

解
説
解
説

　　
今
月
は
、
良
寛
遺
墨
和
歌
『
俚

謡
十
七
首
』
の
内
の
第
四
首
目

『
苗
々
と
』
で
あ
る
。
解
説
に
先
立

ち
、『
俚
謡
十
七
首
』
の
収
録
歌

に
つ
い
て
、
新
た
な
資
料
を
ご
提
供

い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
を
ご
報
告
い

た
し
ま
す
。

　　
先
月
号
で
「
俚
謡
」
と
は
、「
故

郷
の
歌
」
の
意
で
あ
る
こ
と
か
ら

原
文
原
文奈

へ
な
へ
と
王
可
よ
ふ

奈
へ
な
へ
と
王
可
よ
ふ

聲
ハ
山
こ
ひ
天

聲
ハ
山
こ
ひ
天

ま
多
山
こ
ひ
天
谷
の
春

ま
多
山
こ
ひ
天
谷
の
春

そ
こ
ひ

そ
こ
ひ

『
俚
謡
十
七
首
』
は
良
寛
自
作
の

歌
で
は
な
く
、
各
地
で
歌
わ
れ
て

い
た
歌
謡
を
良
寛
が
ま
と
め
た
も

の
で
は
な
い
か
、
と
見
解
が
寄
せ

ら
れ
た
こ
と
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。

そ
れ
を
お
読
み
い
た
だ
い
た
方
か
ら

こ
の
度
、
大
阪
教
育
大
学
小
野
恭

靖
教
授
の
論
文
『
良
寛
と
近
世
歌

謡
』
を
ご
提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　　
小
野
教
授
は
、
国
文
学
者
・
峯

村
文
人
氏
の
説
を
踏
ま
え
、
良
寛

の
歌
は
和
歌
で
は
な
く
歌
謡
で
あ

り
、「
田
植
歌
」
を
契
機
と
し
て
い

る
と
し
、
遺
墨
に
あ
る
三
十
首
を

「
田
植
歌
」
と
し
て
紹
介
し
て
い
る
。

そ
の
う
ち
十
四
首
が
『
俚
謡
十
七

首
』
に
収
録
さ
れ
る
歌
で
あ
っ
た
。

そ
の
類
歌
は
石
川
、
岡
山
、
京
都
、

群
馬
、
新
潟
、
山
形
に
見
ら
れ
、

特
に
新
潟
で
は
『
越
志
風
俗
部　

歌
曲
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

注
視
し
て
い
る
。
そ
の
こ
と
か
ら
、

良
寛
の
『
田
植
歌
』
が
、
良
寛
の

作
か
否
か
と
い
う
疑
問
が
生
ず
る

の
で
あ
る
。
し
か
し
、
小
野
教
授

は
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
断
定
せ
ず
、

「
類
想
関
係
に
あ
る
歌
謡
」
と
広
い

視
野
で
捉
え
て
い
る
。

　　

断
定
し
な
い
理
由
は
記
さ
れ
て

い
な
い
が
、
お
そ
ら
く
類
歌
の
分
布

地
が
全
て
良
寛
の
行
脚
地
と
重
な

る
こ
と
、『
越
志
風
俗
部
』
が
編

纂
さ
れ
た
の
が
良
寛
没
後
七
年
の

天
保
九
（
一
八
三
八
）
年
で
あ
る

こ
と
、
ま
た
、
良
寛
は
田
植
え
が

捗
る
よ
う
に
と
、
歌
を
教
え
た
と

い
う
伝
承
が
あ
る
か
ら
と
考
え
ら

れ
る
。
以
上
を
踏
ま
え
、
本
稿
で

は
従
来
通
り
『
俚
謡
十
七
首
』
を

良
寛
の
歌
と
し
て
読
み
解
き
た
い
。

　　
枕
詞
の
「
苗
々
と
」
で
あ
る
が
、

二
通
り
の
詠
み
方
が
で
き
る
。
一

つ
目
の
詠
み
方
は
、「
苗
々
と
」
の

呼
び
聲
を
実
際
の
田
植
え
を
し
て

い
る
人
の
声
と
し
て
の
詠
み
方
で
あ

る
。
一
緒
に
田
植
え
を
し
て
い
て

「
苗
！
苗
！
（
苗
を
早
く
取
っ
て
く

れ
）」
と
私
を
呼
ぶ
声
が
、
山
か
ら

山
へ
、
谷
の
底
ま
で
響
い
た
、
と
詠

む
こ
と
が
出
来
る
。
威
勢
の
い
い
声

と
春
の
陽
気
が
重
な
り
、
春
の
快

活
な
情
景
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き

る
。
ま
さ
し
く
「
田
植
歌
」
で
あ

る
。
も
う
一
つ
の
詠
み
方
は
、
逆

に
「
声
に
な
ら
な
い
聲
」
と
し
て
の

詠
み
方
で
あ
る
。

　　

禅
語
に
「
梅ば

い
か開
早そ
う
し
ゅ
ん
春
」（
読
み

方
＝
梅
（
花
）、
早
春
を
開
く
）
と

い
う
言
葉
が
あ
る
。
意
味
は
、
梅

の
花
が
咲
く
の
を
見
て
、
春
の
訪

れ
を
知
っ
た
、
で
あ
る
。
言
い
換
え

れ
ば
、
私
た
ち
は
、
他
の
い
の
ち
の

変
化
を
見
な
け
れ
ば
、
季
節
の
変

わ
り
目
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の

禅
語
は
、
私
た
ち
の
感
覚
が
如
何

に
曖
昧
で
あ
る
か
を
示
し
て
い
る
。

そ
れ
だ
け
に
、
春
の
訪
れ
を
知
ら

せ
て
く
れ
る
梅
の
花
が
、
尊
い
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
で
は
、
梅
は
何

に
よ
っ
て
花
を
咲
か
せ
る
の
か
。
そ

れ
は
「
春
」
そ
の
も
の
に
呼
ば
れ

て
、
花
を
咲
か
せ
る
の
で
あ
る
。

曖
昧
な
私
た
ち
の
感
覚
で
は
、
春

の
聲
を
聞
く
こ
と
は
で
き
な
い
が
、

梅
の
花
が
咲
く
の
を
見
る
こ
と
で

春
を
感
覚
し
、
同
時
に
そ
の
よ
う

な
繋
が
り
の
世
界
が
開
か
れ
る
の

で
あ
る
。
そ
の
世
界
全
体
を
、
梅

が
物
語
り
、
そ
し
て
教
え
て
く
れ

て
い
る
と
、
い
う
の
で
あ
る
。

　　

仏
教
で
は
、
苗
の
様
に
地
か
ら

緑
が
萌
え
上
が
る
様
に
育
つ
い
の

ち
の
力
の
表
現
と
し
て
「
む
く
め

く
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
良
寛

は
、
実
際
の
聲
で
は
な
く
「
苗
々
」

と
、
緑
が
山
か
ら
山
へ
、
そ
し
て

谷
の
底
ま
で
も
萌
え
上
が
る
様
子

を
目
に
し
、
い
の
ち
の
む
く
め
く
聲

を
感
じ
た
の
だ
ろ
う
。
以
上
の
二

つ
目
の
詠
み
方
が
、
良
寛
ら
し
い
と

考
え
意
訳
と
し
て
挙
げ
た
。

　　

良
寛
の
歌
に
つ
い
て
小
野
恭
靖

教
授
は
、
峯
村
文
人
説
の
「
和
歌

で
は
な
く
歌
謡
の
説
」
を
提
唱
し

て
い
る
。
本
歌
『
苗
々
と
』
の
原

稿
を
書
い
て
思
っ
た
こ
と
で
あ
る

が
、
も
し
、
良
寛
の
歌
は
和
歌
と

歌
謡
の
ど
ち
ら
で
す
か
、
と
問
わ

れ
た
な
ら
ば
「
和
歌
と
歌
謡
の
中

間
」
と
答
え
た
い
。

　　　　　　　　　　　
良
寛
記
念
館
館
長

良
寛
を
た
ど
る
。

良
寛
を
た
ど
る
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
良
寛
記
念
館
に
所
蔵
さ
れ
て

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
良
寛
記
念
館
に
所
蔵
さ
れ
て

い
る
良
寛
に
関
す
る
作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

い
る
良
寛
に
関
す
る
作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　新潟県司法書士会では、毎年２月の１か月間

を「相続登記はお済みですか月間」と定め、相

続登記について県内各司法書士事務所にて無料

相談を実施しております。

　令和６年４月１日から相続登記が義務化され

ました。正当な理由がないのに相続登記をしな

いと、10万円以下の過料が科される可能性があ

ります。この機会にお近くの司法書士事務所に

お気軽にご相談ください。無料で相続登記のご

相談に応じます。

日時

・令和８年２月１日㈰～２月28日㈯　各事務所

執務時間内

場所

・県内各司法書士事務所

司法書士による相続登記の無料相談月間

のお知らせ

問 新潟県司法書士会（☎025-244-5121）

その他

・執務時間につきましては各司法書士事務所に

お問い合わせください。

　また、一年通じて下記にて無料相談に応じま

すので、ご利用ください。

○司法書士無料相談

毎週水曜日 13:30～16:00

TEL：025-244-5121（面談・電話相談　要予約）

○司法書士会総合相談センター

平日 10:00～12:00・13:00～16:00

TEL：025-240-7867（電話相談）

○多重債務ホットライン

平日 10:00～12:00・13:00～16:00

TEL：025-240-7974（電話相談）

コンビニ交付サービスの停止期間のお知らせ

　町が使用している基幹業務システムを、国が定め

た標準仕様書に準拠したシステム（標準準拠システ

ム）へ移行することに伴うメンテナンスのため、以

下の期間中、コンビニ交付サービスが停止します。

　停止期間中は、コンビニエンスストア等での住民

票の写し及び印鑑登録証明書の発行ができません。

役場窓口での発行は通常どおり行います。

　皆さまにはご不便をおかけしますが、ご理解をお

願いします。

停止期間

・１月17日㈯～２月２日㈪終日

標準準拠システムへの移行で変わること

〇証明書の様式が新しくなります

・各種証明書の様式が全国的に統一されます。１月

19日㈪以降、住民票の写しや印鑑登録証明書な

どは新様式での発行となります。

〇一部の文字のデザインが変わります

・新たに定められた行政事務標準文字を使用しま

す。これまで自治体ごとに外字作成などで対応し

てきた文字が整理・統一され、転入・転出に伴う

事務処理などをスムーズに行うことができるよう

になります。このため、一部の文字については、

デザイン（字形）がこれまでと変わる場合があり

ます。

問 町民課 町民係（☎0258-78-2294）
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地域おこし協力隊通信地域おこし協力隊通信いずもざきLIFE！いずもざきLIFE！

北
きたたに

谷 美
み ほ

穂　隊員

2026年１月より、妻入りの会に入会させていた

だきます。

これまでの私の活動内容は気を抜くと役場内で

のパソコン作業が多くなってしまい、常に「地域の

中で仕事をする」方法を模索しておりました。その

ひとつとして、今回妻入り会館での勤務を行いま

す。町内外の方が訪れる場所なので、これまであま

Instagram
Instagram

(子どもと出雲崎)

◎妻入り会館での勤務を始めます

りお話できていなかった方とお会いして、もっと私を

知ってもらい、町の声を知りたいです。

覚えている方もいるかもしれませんが、私は前職

で長野県の町役場で観光係・観光協会事務局に

所属していました。電話での観光案内や、「諏訪大

社」の観光ガイドも少し行っていたので、せっかくな

ら出雲崎でも！と思っていたことが形になって少し

わくわくしています。次の機会では、観光ガイドにも

挑戦したいです。

妻入り会館での勤務は曜日固定ではなくシフト

制なので現時点で勤務日をお伝えできませんが、

ちらっと覗きに来ていただけたら嬉しいです。

浅
あ さ だ

田 忠
ただひろ

寿　隊員

謹んで新春のお慶び申し上げます。日頃より地

域の皆さまから暖かいご支援とご協力を賜り、無事

新年を迎えることができましたことを心より御礼申

し上げます。

前回の続きになりますが、ふきのとうの株を掘り

起こし、今回は株からランナー（地下茎）を切り取っ

て定植しました。今年の春にも同じ作業を行いまし

たが、掘り起こしたばかりの株の方が、ランナーな

のか？ただの根っこなのか？見分けやすかったと思

います。結果約3000本のランナーを取る事が出

来、目標にしていた2500本を軽く超える事が出来

ました。このランナーを植えてあげると新しい芽が

出てきて、1年掛けてひとつの株になり、新たなふき

のとうを収穫する事が出来ます。増産させる為に毎

年必要な作業になるのですが、やっぱり植えるのが

一番大変な作業でしたね。もちろん全部定植した

ので、後は春になるのを待つばかりです。各圃場で

路地栽培しているふきのとうもつぼみが沢山出て

きているので収穫が楽しみです！

◎ふきのとうの増産作業
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出雲崎の日本酒復活！米の旨味を活かした一本
　出雲崎のブランド米「出雲崎の輝き」を使用した日本酒「出

しゅっこう

輝」が誕生し

ました。今回の日本酒は、恩田酒造（長岡市）に勤めている、元・地域お

こし協力隊の坂東拓哉さんが「出雲崎のお米でお酒を作りたい」という思い

があり、完成に至りました。坂東さんは『地域おこし協力隊のときから、出

雲崎のもので何か造りたいと思っていました。今回の「出輝」の製造に携わ

れて良かったです。この日本酒で終わりではなく、また造りたいと思ってい

ますので、「出輝」をぜひ飲んでいただき、皆さんの感想を聞かせてくださ

い。』と話していました。

　「出輝」は、精米過程で米をあまり磨いていないため、米の旨味が最大限

 記者は見た
IZUMOZAKI TOWN NEWSIZUMOZAKI TOWN NEWS

ま　ち　の　で　き　ご　と

仲
12月20日㈯に小木之城保育園の発表会が行われました。

各組アレンジした劇が披露され、園児たちは自分の役を一

生懸命演じていました。しろ組の「孫悟空」では、劇の途中

に鉄棒やマット運動などのアトラクションも行われ、観客に

練習してきたことを存分に披露しました。

間と一緒に成し遂げよう
小木之城保育園　発表会

▼最後はみんなで協力し、芭蕉扇の風で火焰山の火を消しました

12月13日㈯に出雲崎こども園の発表会が行われました。

４月から世界の様々な側面に関心を寄せてきた年長児は、

「らいおんぐみ博覧会」と題し、各国への興味関心と自分の

得意なこと、アイデア、創造する力、表現する力などを組み

合わせ、自分らしさを存分に発表しました。さまざまな表情

で演技をする園児たちに観客は目が釘付けになりました。

育 ちあう子どもたち
出雲崎こども園　発表会

▼忍者衣装を着て、日本の空手の魅力を動作で表現しました

11月23日㈰に天領の里であんこ

う祭りが行われました。最初にあん

こうの吊るし切りが行われ、めった

に見れない芸当を見ようと大勢の

方が来場しました。捌かれたあん

こうはあんこう汁にして販売され、

それを求め長蛇の列！すぐに完売

しました。寒い中、おいしそうに頬

張っていました。

▲時代館では、縁台将棋が行われ、参加者

は時間と戦いながら、相手と自分の手を

先読みし、駒を指していました

最高の一杯を求め

温まるひととき

天領の里　あんこう祭り

▼日本酒「出輝」をPRする坂東さん

放冷 醪造り

に活かされています。味わいがあるけど後味が酸ですっきりとした日本酒となっていて、出雲崎の魚介系などとペア

リングが楽しめます。「出輝」は、ふるさと納税の返礼品となっているほか、天領の里でお買い求めいただけます。

蒸米を目標とする温度

まで空気によって冷却

する工程です。放冷機

で吸気、排熱しながら

人の手によって「出雲

崎の輝き」を均一に冷

やしています。

醪
もろみ

造りは放冷した米、

酒母、麹、水をタンクに

入れて、アルコール発酵

させる工程です。醪の出

来具合で酒の味が決まる

といっても過言ではない

重要な作業です。

製造過程の一部を紹介します
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 記者は見た
IZUMOZAKI TOWN NEWSIZUMOZAKI TOWN NEWS

ま　ち　の　で　き　ご　と

地
（一財）自治総合センターは宝くじの社会貢献広報事業

として、地域社会の健全な発展を目的としたさまざまな

コミュニティ活動を助成しています。今年度は滝谷地区

が助成を受け、コミュニティ活動備品（冷蔵庫、エアコン、

のぼり旗用ポール）を整備しました。

域社会の発展に寄与
宝くじ社会貢献広報事業（滝谷地区）

▼冷蔵庫、エアコン、ポールはコミュニティ活動で活用します

12月20日㈯に天領の里で、しめ縄作りが行われまし

た。しめ縄を作成するという貴重な体験ができることか

ら多くの方が参加しました。講師は「猫ちぐら工房げん」

の玄間さんが務め、基本から丁寧に説明していました。

参加者は、自分で作成したしめ縄に満足している様子で

した。

正 月をより良い日に
天領の里　しめ縄作り

12月18日㈭に小学校で、糸車体験が行われました。国

語の教科書の内容でたぬきが糸車を回す場面があり、

実際に目で見て触れてみようということで今回開催さ

れました。県立歴史博物館の職員から「糸車」の使い方

を教えてもらいながら、糸を紡ぎました。児童は普段で

きない体験に目を輝かせていました。

験を通し、学びを深める
出雲崎小学校　糸車体験

”社会を明るくする運動”作文コンテストで諸橋心菜さん

（中学1年生）の作文が奨励賞を受賞しました。12月17

日㈬に中学校で表彰式が行われ、表彰状が人権擁護委

員から手渡されました。諸橋さんは「今まで何事も自主

的にやってきたことがなかった。今回、賞がとれてとて

も新鮮な気持ち。」と話していました。

言 葉で繋ぎ未来を照らす
”社会を明るくする”運動作文表彰体

▼糸車の使い方を講師に教えてもらいながら、糸を紡ぐ児童 ▼今回、諸橋さんは戦争についての作文の書きました

▼藁の余った部分を切り落とし、しめ縄の長さを揃える参加者

 記者は見た
IZUMOZAKI TOWN NEWSIZUMOZAKI TOWN NEWS

ま　ち　の　で　き　ご　と

中学生人権作文コンテストで小野心乃さん（中学３年生）

の作文が柏崎地区から選出され、県大会で優秀賞を受

賞しました。12月16日㈫に中学校で表彰式が行われ、

表彰状と記念品を受け取りました。小野さんは「入選と

聞いてびっくりした。それと同時にとても嬉しかった。」

と話していました。

える力が人権を守る
人権作文コンテスト表彰

▼小野さんの作文は県大会で優秀賞を受賞しました

12月13日㈯に多世代交流館きらりで、クリスマスパー

ティーが行われました。クリスマス飾りの製作や毎年大

人気の人形劇が行われ、会場は大いに盛り上がりまし

た。最後には、サンタクロースが登場！子どもたちにプ

レゼントが配られ、ほっこり笑顔があふれるパーティー

となりました。

ク リスマスに最高の思い出を
きらりクリスマスパーティー

▼人形劇団あっけらかんの「おまえうまそうだな」を見る様子

12月11日㈭に小学校で、ありがとうの花集会が行われま

した。パンジーの鉢植えには、すべてに全校児童のメッセー

ジや絵が描かれています。５年生が育てた米『星ピカリ』と

ともに、民生児童委員に手渡され、一人暮らしの高齢者の

皆さんに贈られました。5年生の押味さんは「育てた米など

を渡すことができ、感謝を伝えられた。」と話していました。

で気持ちを伝えよう
出雲崎小学校　ありがとうの花集会

12月10日㈬に天領の里で、小学校5年生の星ピカリプロ

ジェクトが行われました。まず、お米についての６次産業や成

分表について、天領の里職員から学習したのち、5年生が育

てた米「星ピカリ」で作られたサザエの炊き込みおにぎりを

試食しました。その後、おにぎりを販売し、児童はお客さんへ

の呼びかけやレジ業務を行いました。児童の頑張りもあり、

130個のおにぎりがあっという間に完売となりました。

育 てたお米を知ってもらおう
出雲崎小学校　星ピカリプロジェクト花

考

▼民生児童委員を通じ、高齢者の方へ贈られました ▼販売に向けて、おにぎりの味を確認していました
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お知らせ

相談
時間 毎日（18時～翌朝８時） 相談

内容

発熱、頭痛、腹痛、吐き

気など急な病気やケガ

などに関する相談

ダイヤル回線・IP電話・PHSからは
025-284-7119

# ７ １１ ９
救急医療電話相談
大人（概ね15歳以上の方）　 

経験豊富な看護師などが医療機関の受診の必要性や、対処法
などについて助言します。

※�この電話相談は、診療行為ではなく、電話での助言により
相談者の判断の参考としていただくものです。

ダイヤル回線・IP電話・PHSからは
025-288-2525

# ８ ００ ０
小児救急医療電話相談
15歳未満のお子さん　 

相談
時間 毎日（18時～翌朝８時） 相談

内容
お子さんの急な発熱、

けがなどに関する相談

【お問い合わせ】

新潟県福祉保健部地域医療政策課

（☎０２５－２５６－８９２４）

夜間に救急車を呼ぶ？ 病院に行く？ 迷ったときは・・・

●急患診療

●医療電話相談

●もの忘れ、

　こころの相談会

急患診療のご案内
◇内科 ・ 小児科 ・ 外科 ・ 歯科
【長岡市幸町 2 － 1 － 1　さいわいプラザ内】

■産婦人科は在宅当番制（日曜・祝日のみ）となりますので、
詳細は休日・夜間急患診療所（☎ 0258-37-1199）までお問
い合わせください。

診療科目 受 付 時 間

休日・夜間急患診療所
（☎0258-37-1199）

内　科

月～金曜
（祝日除く）
18：45～21：30

日曜・祝日
９：00～11：30
13：00～16：30

小児科
外　科

日曜・祝日
９：00～11：30
13：00～16：30

休日急患歯科診療所
（☎0258-33-9644） 歯　科

日曜・祝日
９：00～11：30
13：00～15：30

中越こども急患センター
（☎0258-86-5099） 小児科

月～土曜
（祝日除く）
18：45～21：30

◇二次病院の休日診療 （１月５日～２月 15日）

※�「二次病院」は一般の医院・診療所では対応できないような比較
的症状の重い救急の患者さんが対象です。

年に一度は健診を受けましょう！

もの忘れ、こころの相談会

　１/29㈭

8：30～翌日8：30 お問い合わせ

１月11日㈰
２月１日㈰ 立 川 綜 合 病 院 0258-33-3111

１月12日㈪
１月18日㈰
２月８日㈰
2月11日㈬

長岡赤十字病院 0258-28-3600

１月25日㈰
２月15日㈰ 長岡中央綜合病院 0258-35-3700

　◇会場　ふれあいの里　◇会場　ふれあいの里

　◇時間　１４ ： ００～１６ ： ００　◇時間　１４ ： ００～１６ ： ００

　◇担当　田中　弘　医師 （三島病院）　◇担当　田中　弘　医師 （三島病院）

　◇その他　◇その他

　　 ・ 秘密は固く守られます。　　 ・ 秘密は固く守られます。

　　 ・ 完全予約制です。　　 ・ 完全予約制です。

　　　（相談を希望される方は事前に予約をお願いします。）　　　（相談を希望される方は事前に予約をお願いします。）

　【お申込み ・お問い合わせ】　　【お申込み ・お問い合わせ】　

　　 ・ 役場保健福祉課　保険健康係 （☎0258- ７８- ２２９３）　　 ・ 役場保健福祉課　保険健康係 （☎0258- ７８- ２２９３）

保健師、管理栄養士の 健 だ り幸 よ
やかに せに

　冬も元気に過ごしませんか？

　本格的な冬を迎え、家で過ごすことが増えたと感じている方や、年末年始で少

し食べ過ぎたと、思われている方もいるのではないでしょうか。

　そんな今だからこそ、生活を見直すいいチャンス！！できることから始めてみ

ませんか？

今より10分多くからだを動かすだけで、健康寿命をのばせます！！
体を動かして、脳卒中、心臓病、糖尿病、がん、転倒・骨折、寝たきりを予防しましょう。
　　　　　　　　　　①歩こう！動こう！
　　　　　　　　　　　運動の目標は、、、
　　　　　　　　　　　成人の方は１日合計60分：めやすは１日8000歩
　　　　　　　　　　　高齢の方は１日合計40分：めやすは１日6000歩
　　　　　　　　　　②体操などいろいろな運動を楽しもう！
　　　　　　　　　　　バランス、柔軟性、筋力などの複数の体力要素を高めることが大切です。
　　　　　　　　　　③筋力を高めよう！
　　　　　　　　　　　庭仕事、階段を上るなどでも筋力を維持・向上できます。
　　　　　　　　　　④座りっぱなしを避けよう！
　　　　　　　　　　　テレビなどの前に長時間座りっぱなしにならないように、30分に１回は立ち上が
　　　　　　　　　　　り、からだを動かしましょう。

※運動はできなくても、普段の生活で意識してからだを動かせば、健康づくりになります。
　体力に自信がない方はできる範囲で、医師から運動の制限がある方は、医師に相談してから行いましょ
　う。

毎日の生活リズムを崩さずに過ごすことで、よい睡眠習慣にもつながりま
す。
⇒毎日の生活リズムを決め、１日を元気に過ごせるようにしましょう！！

※健康や食事のことなど、町の保健師・栄養士にいつでもご相談ください。
　
　保健福祉課保険健康係（☎0258-78-2293）

＋10（プラス・テン）

規則正しい生活を送りましょう
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―― 情情 報報 掲掲 示示 板板 ――
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場
・
観
光
情
報
な
ど
）

■
お
問
い
合
わ
せ

・
県
知
事
政
策
局
地
域
政
策
課

特
定
地
域
振
興
班

（
☎
０
２
５
ー
２
８
０
ー
５
０

８
８
）

広
報
い
ず
も
ざ
き
に
掲
載
し

た
写
真
は
、
一
部
を
除
き
希
望

さ
れ
る
方
に
お
渡
し
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
カ
メ

ラ
で
撮
影
し
て
い
ま
す
の
で
、

デ
ー
タ
（
Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｇ
）
で
の
お

渡
し
に
な
り
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
事
前
に
総
務

課
地
域
政
策
室
（
☎
０
２
５
８

―
78
―
２
２
９
０
）
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

俳句ポスト俳句ポスト
（入選句）（入選句）

ス
ト
ー
ブ
に
　
か
ざ
す
幼
き
　
手
も
混
じ
り

�

藤
田　

孝　

さ
ん

鱈
汁
を
　
客
に
ふ
る
ま
う
　
競
り
の
女
　

�

石
田　

富
男　

さ
ん

納税はお忘れなく！納税はお忘れなく！
今月の町税等の口座振替予定日は、

１月30日㈮１月30日㈮です。

※再振替日は２月10日㈫です。

空き家 ・ 空き地の情報をお願いします！

町では「空き家・空き地情報バンク」を開設しています。

「空き家 ・ 空き地を売りたい、 貸したい」

という方がいらっしゃいましたらぜひご

連絡ください。

【お問い合わせ】

町総務課地域政策室 （☎ 0258-78-2290）

町空き家・空き地

情報バンク

広報いずもざき　広告募集中！

町内全世帯に配布される広報いずもざきに広告を

載せてみませんか？　まずはご連絡ください。

このサイズ (A 枠 ) で通常 10,000 円 / 月

町内事業者なら半額！

役場総務課地域政策室 （☎ 0258-78-2290）

情
報掲

示
板

情
報掲

示
板

現
在
の
農
業
委
員
会
委
員
及

び
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

の
任
期
が
令
和
８
年
７
月
19
日

を
も
っ
て
満
了
を
迎
え
る
た

め
、
新
し
い
「
農
業
委
員
」
及

び
「
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
」
を
募
集
し
ま
す
。
募
集
期

間
は
、
令
和
８
年
２
月
２
日
㈪

か
ら
３
月
２
日
㈪
ま
で
で
す
。

募
集
要
項
等
は
、
１
月
下
旬

に
出
雲
崎
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

・
町
農
業
委
員
会
事
務
局

（
☎
０
２
５
８
ー
78
ー
３
１
１

４
）

　

人
と
動
物
の
共
生
す
る
社
会

を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
動
物

と
地
域
社
会
に
深
い
か
か
わ
り

を
持
つ
住
民
が
積
極
的
、
主
体

的
に
地
域
に
根
ざ
し
た
動
物
愛

護
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
新
潟
県
で
は
、
ご
自
分

の
住
む
地
域
で
積
極
的
・
自
主

的
に
活
動
し
て
い
た
だ
け
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
（
動
物
愛
護
推
進

員
）
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
対
象

・
県
内
（
新
潟
市
を
除
く
）
在

住
の
20
歳
以
上
の
方
で
、
動

物
愛
護
や
動
物
の
正
し
い
飼

い
方
な
ど
に
関
す
る
識
見
を

お
持
ち
の
方

■
活
動
内
容

・
お
住
ま
い
の
地
域
の
動
物
愛

護
及
び
適
正
飼
養
の
普
及
活

動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

■
応
募
期
限

・
１
月
30
日
㈮
ま
で
（
当
日
消

印
有
効
）

■
お
問
い
合
わ
せ

・
県
福
祉
保
健
部
生
活
衛
生
課

動
物
愛
護
・
衛
生
係

（
☎
０
２
５
ー
２
８
０
ー
５
２

０
６
）

■
相
続
登
記
の
義
務
化

　

令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
相

続
登
記
の
申
請
が
義
務
化
さ
れ

ま
し
た
。

　

土
地
や
建
物
を
相
続
し
た
後
、

相
続
登
記
を
し
な
い
と
、
登
記

の
名
義
人
は
亡
く
な
っ
た
方
の

ま
ま
で
す
。
正
当
な
理
由
が
な

く
申
請
を
し
な
い
と
、
過
料
が

科
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、
早
め
に
申
請
を
お
願
い

し
ま
す
。

■
自
筆
証
書
遺
言
の
保
管

　

あ
な
た
の
大
切
な
遺
言
書
を

法
務
局
（
遺
言
書
保
管
所
）
で

お
預
か
り
し
ま
す
。
手
数
料
は
、

３
，
９
０
０
円
で
す
。

　

法
務
局
で
保
管
す
る
こ
と
で
、

紛
失
や
改
ざ
ん
の
心
配
が
な
く

な
り
ま
す
。
大
切
な
方
に
遺
産

を
残
し
た
い
、
空
き
家
・
お
墓

の
管
理
へ
の
想
い
を
残
し
た
い

時
な
ど
、
終
活
の
一
環
と
し
て

ご
利
用
を
検
討
し
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

■
お
問
い
合
わ
せ

・
新
潟
地
方
法
務
局
柏
崎
支
局

（
☎
０
２
５
７
ー
23
ー
５
２
２

６
）

皆さんに町内外からの情報をお届けします。皆さんに町内外からの情報をお届けします。

（広告）（広告）

動
物
愛
護
推
進
員
を
募
集
し

ま
す

出
雲
崎
町
農
業
委
員
会
委
員

等
の
募
集
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

詳細は
こちらから

法
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

町農業委員会
ページ

新
潟
県
の
雪
情
報

広
報
写
真
デ
ー
タ
を

ご
希
望
の
方
へ

令和７年 12 月 31 日現在住民基本台帳
（　）内は前月比

人口のうごき

追　　悼

山後奈保美

中野　正啓

内山　ムラ

茂木美惠子

関川　忠義

比金　房子

雅　樹　
（稲　川）
有美子　
（大　門）
ム　ラ　
（特　養）
昇　一　
（深　町）
忠　義　
（大　門）
敏　明　
（駅　前）

58

67

94

89

94

95

12.８

12.９

12.14

12.15

12.20

12.21

人　口

男

女

世帯数

出 生 ０人

転 入 ４人

死 亡 11人

転 出 10人

3,765人

1,828人

1,937人

1,619世帯

（－17）

（－  6）

（－11）

（－  8）

戸  籍  の  窓
※戸籍の窓への掲載については、届け人の
希望により掲載しない場合があります。
令和７年 12 月１日～ 12 月 31 日

までの届出分・敬称略
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広報
い
ず
も
ざ
き

1
月

号
/№

608
と

じ
る

・
保

存
す

る
・

し
あ

わ
せ

！
令

和
８

年
１

月
８

日
発

行

〒
949-4392 新

潟
県

三
島

郡
出

雲
崎

町
大

字
川

西
140

☎
（
0258）

７
８
－
３
１
１
１
　
℻
 ７
８
－
４
４
８
３

https://w
w
w
.tow
n.izum

ozaki.niigata.jp

◆
発
行
・
編
集

　
出
雲
崎
町
  総
務
課

物価高騰の影響などを踏まえ、町民への生活支
援及び町内事業者の活性化を図るため、プレミア
ム率100％の商品券を下記のとおり販売します。

プレミアム商品券
・１万円分の商品券（500円×20枚）を5,000円で

１人１冊購入できます（現金のみ可）。
※委任状による代理購入も可能です。
※販売所・販売時間については、購入引換券に記

載します。
購入引換券交付対象者
・令和８年１月20日（基準日）時点で本町の住民

基本台帳に記録されている方
※購入引換券は、原則再発行いたしませんので、

ご注意ください。
スケジュール（予定）
・２月上旬　購入引換券を発送
・２月13日～３月８日　商品券販売期間
・２月13日～６月30日　商品券利用期間

問 産業観光課 商工観光係（☎0258-78-2291）

追加販売について
・商品券が売れ残った場合は追加販売を行います。

第８弾プレミアム商品券を販売します

①不動産及び金融商品
②換金性の高い金券および商品券などの有価証券
③取引に課せられる以外の国税、地方税などの公

租公課
④金融機関への預け入れ
⑤たばこ

次のものにはプレミアム商品券を利用できません！

⑥公共料金（タクシー、てまりん、家庭ごみ指定袋
及び家庭系粗大ごみ処理券を除く）

⑦町外の事業所が行う宅配便の運賃
⑧令和８年２月13日～６月30日までの間以外で行わ

れた取引に関する支払い（期間外のガス料金等）
⑨その他公序良俗に反するもの

見本

重点支援地方交付金 活用事業

利用可能店舗
・店舗一覧を購入引換券発送時に同封し、商品

券利用期間中は、随時ホームページで更新しま
す。

取扱店の募集
・町内で店舗を有する方は、プレミアム商品券取

扱店となることができます。プレミアム商品券
取扱店になるためには、町に申請が必要になり
ます。詳しくは、ホームページをご覧いただく
かお問い合わせください。

※見本は第７弾のもので、実際のデザインとは異なります。

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
今
年
も
広
報
い
ず

も
ざ
き
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

今
回
は
出
雲
崎
の
新
た
な

日
本
酒
「
出
輝
」
に
つ
い
て
取

り
上
げ
ま
し
た
。
恩
田
酒
造
の

坂
東
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

し
、
話
を
聞
い
て
い
く
中
で
、

日
本
酒
が
完
成
す
る
ま
で
の
製

造
工
程
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
ど

れ
も
気
の
ぬ
け
な
い
重
要
な
作

業
だ
と
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
私
も
飲
み
ま
し
た
が
、
後

味
は
す
っ
き
り
と
し
て
飲
み
や

す
く
、
誰
も
が
楽
し
め
る
日
本

酒
だ
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
こ

の
機
会
に
飲
ん
で
み
て
く
だ
さ

い
。１

月
は
飴
獅
子
や
さ
い
の
神

な
ど
の
行
事
が
あ
り
ま
す
。
昨

年
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か

り
、
撮
影
す
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
今
年
は
し
っ
か

り
と
体
調
を
整
え
、
万
全
な
状

態
で
撮
影
に
望
み
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

（
大
矢
）
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